


 

開発チームのはじまりは2016年の5月。単協独自生産者の(有)ワーカー
ズコレクティブ歩のクッキー工場の見学会からスタートしました。
実際に目の前でクッキーの生地を成形したり、袋詰めをしているところを
見学。作っている方のお話も直接聞き、自分たちでお菓子の消費材を
開発することになりました。

今回の開発のテーマは
①安心・安全
②茨城県の農産物を使用する
③健康を考え、
　“野菜を摂る機会を作る”
この3つのテーマを考えながら、試作をしたり、生産者とお話をしたり、試
作品の試食をしながら、活動を続けて約1年。
ようやく今回の野菜の恵(ホウレン草塩味)が出来上がり、消費材とし
てデビューできました。
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323円
(税込349円)

アレルゲン　卵、乳、小麦、大豆、(くるみ、りんご、ごま)

㈲ワーカーズコレクティブ歩　　　45日　

原材料：小麦粉・マーガリン・ほうれん草・
鶏卵・焼き塩

賞

野菜の恵(ホウレン草塩味)

国産小麦粉、提携生産者の卵、消費材の
マーガリンと焼き塩で作りました。
ほうれん草は(有)丸エビ倶楽部の地元
野菜を使用しています。

新規開発消費材

野菜の恵(ホウレン草塩味)野菜の恵(ホウレン草塩味)

(有)丸エビ倶楽部
げんき米1号(ゆめひたち)、げん
き米2号(コシヒカリ)を独自品
取組み中。農産物50品目を
扱っている生産者。

(企)ﾜー ｶー ｽ゙ ・ｺﾚｸﾃｨﾌ゙ 凡
うめジャム、ゆずシロップなどのジャ
ム、シロップを独自品取組み中。
国産農産物から加工品を製
造している生産者。

(有)ﾜー ｶー ｽ゙ ｺﾚｸﾃｨﾌ゙ 歩
マーブルクッキーやお塩のクッキー
などのクッキーを独自品取組み
中。国産原材料を使用し手
作りでクッキーを製造している
生産者。

Ｗ.co歩と組合員で
開発したクッキーです

　”茨城の野菜を使いヘルシーで甘くないクッキーを開発したい”
とチームで話し合い「ほうれん草」をペースト状にして「塩味」
で焼き上げました。

忙しい朝やちょっと小腹がすいた時の軽食に。素朴な味なので、
チーズなどをトッピングして食べてみてはいかがでしょうか！

開発から1年半をかけデビューしたビオサポ的に野菜がたっぷり
入ったサクサクした食感が新しい、軽食タイプのクッキーです。
子供から大人まで多くの方に利用してほしい消費材です。

●原材料にこだわり、美味しく野菜をとれるといいなと思い、ほう
　れん草クッキーをつくりました。甘くない塩味クッキーです。ぜひお
　試し下さい。

●素朴な味を大切にし、小麦の甘さやほうれん草を感じる味付
　けを控えめにしたクッキーに仕上げました。

●甘くない、ほろ苦い、でも手が伸びてしまうクッキーです。

どんな風にほうれん草は育てられているんだろう？

原材料のあっぱれほうれん草を収穫してきました！
5/21(日)天気は晴れ。開発チー
ムメンバーは(有)丸エビ倶楽部
の平澤さん圃場にて、クッキーの
原材料となるほうれん草を確認。
今回は収穫もしてきました。

あっぱれほうれん草の育て方などの
お話を聞きながら圃場を見学。そ
のあと、クッキーにしたときにできる
だけほうれん草の色が見えるように
濃い色の葉を選びながら、1枚1枚
手摘みで収穫してきました。

”あっぱれ育ち野菜”とは・・・
　　　　　栽培期間※中、化学合
　　　　　成農薬と化学肥料を
　　　　　使用しないで育てました。
※収穫する畑へ種をまいた後、または
苗を植えた後から収穫するまでの間

モニターアンケートへのご協力ありがとうございました！
結果をもとに、消費材名を決定しました。

単協独自品消費材開発チーム歩

クッキーの「歩」。ほうれん草を生産している「げんき米」生産者の「丸エビ倶楽部」。ジャム
やシロップを製造している「凡」と茨城で独自品取組をしている3つの生産者の力をお
借りしました。「丸エビ倶楽部」でほうれん草を生産し、「凡」でペーストに加工。そのペー
ストを使って「歩」でクッキーを焼きあげました。

(有)丸エビ倶楽部 凡：ペースト加工 歩：クッキー製造

貴重なあっぱれ育ち野菜の
ほうれん草を使ったクッキーを
お届けします。


